
一般社団法人A-GOAL



日頃より、キベラA-GOALリーグをご支援いただき誠にありがとうございます。

2024年9月7日から12月9日に実施した「TAKESHI SEO ＆ Japan presents キベラA-GOALリーグ
2024 2ndレグ」では、1600名以上の子どもたちにサッカーや食事の提供を通して、非行やドラッ
グに走ることなく健全に成長する機会を提供することができました。

また、12月にはリーグの選抜チーム（13歳以下）でタンザニア遠征を実施し、東アフリカ最大級の
サッカー大会「Chipkizi Cup」に出場しました。これまでケニアやナイロビを出たことがない子ど
もたちにとって世界が広がる大きな経験になりました。

皆さんのご協力に心より御礼申し上げます。

はじめに

一般社団法人 A-GOAL 代表　岸 卓巨
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A-GOALの理念

スポーツを通じて日本とアフリカを繋ぎ、持続可能な社会を築く

発足のきっかけ

きっかけは2020年にケニアから届いた1通のメールでした。

「感染症(コロナ)では死なないと思うけど、
飢餓で死ぬかもしれない。」

発起人の岸（元JICAケニア協力隊）はSOSを聞いて1つのア
イデアを思いつきます。
「スポーツクラブというネットワークを使って、食糧支援を
してはどうか？」
2021年9月までに、アフリカ7カ国で各国のスポーツクラブと
連携し、12,997人に食料やマスク、石鹸などを配布。
現在はスポーツの力を活用して、アフリカの様々な地域に
活動しています。
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キベラスラムはケニアの首都ナイロビ中心部のすぐ側に位置する、
皇居2つ分の地域に100万人以上が住むといわれるアフリカ最大のスラムです。

生活は貧しく、6畳一間のバラックに10人が住んでいるという家族も珍しくありません。
衛生環境も劣悪です。子どもたちが自由に遊べるグラウンドはありません。

。

開催地 キベラスラムとは
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キベラスラムには学校に行けず、一日何も食べるものがない子どもたちが多くいます。

空腹と暇な時間が原因で、ドラッグや犯罪に手を染めてしまうケースが後を絶ちません。

週末にサッカーリーグと食事提供を実施することで、我々は子ども達が健やかに成長する環境を作ります。

キベラA-GOALリーグの目的
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健康教育 雇用

社会問題を解決するサッカーリーグ
継続的にサッカーリーグを開催し、様々な問題解決へ挑戦していきます。

・市外、国外との交流（遠征等）
・奨学金システムの導入

・継続的な食事、生理用品の提供
・健康の授業、プログラム実施

・リーグで雇用を生み出す
・職業体験の実施

リーグの目的
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キベラA-GOALリーグの目的



アガペ・ホープ・フォー・キベラ A-GOAL 

食料配布 現地運営 資金調達 マネジメント

リーグの運営体制

A-GOALは現地NGO（アガペ・ホープ・フォー・キベラ）と協力し、リーグを運営しています。 7



リーグを支える人々
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リーグ推移と成果（2022-2024年）

600人 なし

カテゴリー
U-9 Boy
U-11 Boy
U-13 Boy

キベラA-GOALリーグ
トライアル2022

900人 13,000食

カテゴリー
U-9 Boy
U-11 Boy
U-13 Boy

キベラA-GOALリーグ
2023 1st Leg

キベラA-GOALリーグ
2023 2nd Leg

1,400人 20,000食

カテゴリー
U-9 Boy
U-11 Boy
U-13 Boy
U-15 Boy

キベラA-GOALリーグ
2024 1st Leg

1,200人 18,000食

カテゴリー
U-9 Boy, U-11 Boy
U-13 Boy, U-15 Boy

U-15 Girl

1,600人 25,000食

カテゴリー
U-9 Boy, U-11 Boy
U-13 Boy, U-15 Boy

U-15 Girl

キベラA-GOALリーグ
2024 2nd Leg
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参加人数：1,625人 総試合数：1,405試合

参加クラブ数：42クラブ
（112チーム） 食事提供数：24,435食

2024 A-GOALリーグ2ndレグ報告
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リーグ運営費
（ボール、グラウンド使用料、賞品、応
急処置セット、生理用品、人件費など）

718,500円

食事提供費
（コメ、とうもろこしの粉、緑豆、キャ
ベツ、トマト、玉ねぎ、人件費など）

461,000円

その他費用 79,300円

合計（半期） 1,258,800円

2024 A-GOALリーグ2ndレグ費用

1ケニアシリング＝1.22円（2025年1月3日）
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ストリートチルドレン
チームの参加

A-GOALリーグの
プレゼンス向上 奨学金獲得

2024 A-GOALリーグ2ndレグ成果
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ストリートチルドレンチーム
‘’ワナブジョ‘’ が参加。コーチが
カウンセリングし、3人のストリ
ートチルドレンが家族のもとに
帰る。

子どもの成績が向上し、親、
学校からの評価がアップ
ケニアフットボール連盟から
ジュニアリーグとして正式に
認定される。

キベラA-GOALリーグでのパフ
ォーマンスが評価され、 新たに
4人が奨学金を獲得。2025年から
特待生として高校に進学する。



日本からの
リーグ見学者の増加

草場選手がリーグ
アンバサダーに就任

2024 A-GOALリーグ2ndレグ成果
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ケニア1部リーグでアジア人初のプロサッカー選手である
草場勇斗選手がリーグのアンバサダーに就任。
今後、リーグに参加する子どもたちへのロールモデルとし
て、さまざまな取り組みをA-GOALと連携して行う予定。

リーグの取組みに興味を持ってくださった多くの
日本人の方に会場までお越しいただきました。
今後はリーグを通じてケニアと日本の架け橋の存在と
なれるよう、見学者向けのツアー等も開催する予定です。



アンケート調査から見えてきた事
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2024 年10月5日,6日の2日間に渡り、リーグに参加しているチームの男選選手、女子選手、コーチを対象にアンケート調査を実施。
回答者の総数は61人（内訳：男子：34、女子：14、コーチ：13）。

回答者のほとんどはキベラスラムから参加している。彼らが住んでいるエリアは上記画像の通り。
リーグはHarlequins ground（図1�の☆マークで表⽰）で、食事提供はAgape Hope for Kibera （黄色の☆マークで表⽰）にて実施されている。
試合会場には参加者のほとんどが徒歩で集合す る。そのため年齢・居住エリアによっては会場まで1時間以上かけて 歩いて来る参加者もいる。
 試合が終わったチームから徒歩20分ほどでAgape Hope for Kibera に移動している。



アンケート結果（選手）
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リーグ参加後の具体的な変化



リーグ参加後の具体的な変化 リーグが�どもたちに与えたポジティブな影響
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アンケート結果（コーチ）



ケン・ラシッド（A-GOALリーグオーガナイザー）
「A-GOALリーグは子どもたちのためだけでなく、コミュニティーのためで
もあります。火災や洪水が起きたときは、被災した人たちに食糧やマットレ
スなどを届けることができました。皆、A-GOALリーグに感謝しています」

デニス・シベンジェ君（アストンローマFC）
「A-GOALリーグに参加して、プロサッカー選手になるという夢がはじま
りました。2024年のリーグ戦での活躍で奨学金をもらえることになり、家
族にとって大きな助けになっています」

ヤング・オブウォタ（コーチ）
「子どもたちはA-GOALリーグに参加するようになり、規律や意思決定と
いう面でとても成長しました。今では将来何がしたいのか、はっきりと口
にします」

現場の声
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ストリートチルドレンで構成された「Wanabujo」がリーグに出場するようになり、ストリートチルドレンに対する
コミュニティ内での印象が”悪い子どもたち”から”スポーツに取り組む子どもたち”というイメージに変わりました

現場の声
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A-GOALが生理用ナプキンを提供してくれたおかげで、娘が生理中も学校に通えるようになりました

A-GOALは子どもたちだけでなく、地域全体の意識と生活を向上させる活動を行っており、
  住民たちもその影響を感じています

A-GOALリーグに参加した子どもたちは学校でも態度が良く、教師たちからも感謝されています



リーグの様子
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リーグの様子
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表彰式の様子
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食事提供の様子
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チプキジカップ
タンザニアで開催される東アフリカ

最大級のユースサッカー大会。
347チーム、4,800人が参加する。

「ケニアどころかナイロビからも出たことがないキ
ベラの子どもたちが、サッカーを通じて他国の子ど
もたちとの交流し、大きく成長しました。タンザニ
アにいくと聞いて涙を流して喜んだ親もいました」

「アルーシャに行けると聞いて、ウキウキして夜も
眠れませんでした。実際、タンザニアに行ってみる
とケニアの文化とは大きく違うことがわかりまし
た。また違う国の素晴らしい選手たちを見て、学ぶ
ことも多かったです」

報告動画

選抜チーム／タンザニア遠征

A-GOALリーグ選抜チーム（U-13）がチプキジカップに参加
子ども25人、コーチ、スタッフ8人が参加
2勝1敗で予選リーグを突破。決勝トーナメント1回戦で
PK戦の末、敗北
アルーシャの文化センターに社会見学
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ケン・ラシッド

アルビンくん
（マレンFC）

https://youtu.be/6TR0w7Xy36Q


　タンザニア遠征の前に行われた保護者会では、子どもたちがタンザニアに行くことを信じられないと
　涙を流す親もいました

参加したコーチや保護者の声
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　タンザニア遠征はコーチや子どもたちにとって一生の思い出となりました。彼らは初めてケニア国外に出て、
　異なる文化や生活を知ることができました

　タンザニア遠征はコーチや子どもたちにとって一生の思い出となりました。彼らは初めてケニア国外に出て、
　異なる文化や生活を知ることができました

　子どもたちは、キベラを代表するチームとしての誇りを持って大会に出場しました。A-GOALはスラムから出場
　した唯一の代表チームでした



チプキジカップの様子
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今後の展望

継続的な
リーグの開催

リーグの開催効果
の向上

・現地CBOの設立

・現地オーガナイザー日本来日

・スポンサータイアップのカップ戦開催

・コミュニティへの貢献（清掃、衛生など）

・リーグでの雇用創出

・高校生年代のチーム結成

・ケニア各地にリーグ展開

・プロ選手誕生

・雇用創生、奨学金制度

・全国大会の実施

・参加者10,000人

2025年 2026年 2028年

持続的なリーグの
発展

26



サラヤ株式会社 様

株式会社 平八 様 株式会社尹久文化 様

2024リーグパートナーの皆さま

ネーミングライツ：瀬尾 武司 様

キッコーマン株式会社 様 丸山製茶株式会社 様

株式会社クロストレード 様
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個人マンスリーサポーター（マジナジュア）

マジナジュアはキベラリーグ専門のマンスリーサポーターの名称です。

2024年10月〜11月にかけて、マンスリーサポーターの募集を実施しました。
新たに32人の方にご登録いただきました。
マジナジュアに登録いただいた方にはフォトブックの送付などの特典もございます。
ご興味のある方はぜひご登録を検討いただけますと幸いです。
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イベント時の様子

登録ページはこちら



10月に現地取材をいただき、

リーグに関する記事を掲載いただきました。

https://www.asahi.com/withplanet/article/15566902

朝日新聞社運営メディアにA-GOALに関する記事掲載

29

記事はQRコードから
ご覧ください



朝日新聞一面（夕刊）にA-GOALに関する記事掲載
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日本との繋がり
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ワークショップ実施（現地中継含む）　　　　 イベント出展　　　　 他団体と連携したサッカーボール寄贈　　　　

交流イベント・報告会開催 Africa Challenge
（運動能力測定を通した交流）

登壇・活動紹介　　　　



食

デジタル

医療

衛生

インフラ

スポーツ

教育

音楽
ファッション

リーグの価値をさらに向上するためには、

より多くの皆様との連携が必要となります。

A-GOALはパートナー企業との連携を拡大し、

継続的に貧しい環境の子供たちを応援して参ります。

引き続きの応援とご協力の程、どうぞ宜しくお願い致します。

さいごに

リーグの様子動画ケンによるリーグ紹介動画 32


